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　2017年10月11日（水）15時より、早稲田キャンパ
ス27号館において、河合健司前仙台高裁長官に「裁
判官の実像」と題した講演会をしていただきました。
　講演会の内容は、河合前長官がご自身の経験談を
中心として、裁判官の仕事の魅力や、これからの時
代に求められる裁判官像をお話ししてくださるとい
うものでした。
　ご講演の中で河合前長官がお話ししてくださった
三つの事件のうち私が特に感銘を受けたものを二つ
あげさせていただきます。
　一つ目は、河合前長官が東京高裁で左陪席として
勤務されていた時に、殺人罪等により第一審で死刑
判決を受けた被告人が、精神的苦痛により自ら控訴
取下をしたため、控訴終了宣言決定がなされ、これ
に対して弁護人が異議を申し立て、控訴取下の有効
性が争われたという事件です。河合前長官は、異議
申立て事件の主任裁判官として、被告人は未だ「訴
訟を追行する能力」がないとまでは言えず、また、
最終的に上告審で死刑判決が覆される可能性は低く、
被告人を苦痛から解放することも妥当ではないかと
考え、控訴取下を有効と判断し、合議の結果異議申
立てを棄却したところ、最高裁で判断の誤りを指摘
された、というものです。最高裁の判断は、被告人
は控訴取下をした時点で、「自己の権利を守る能力」
を著しく制限されていたため、控訴取下を無効とす
べき、というものでした。この事件を通して、河合
前長官は、死刑によって人の命を奪うことは、適正
な手続きを経て刑事罰を科するということのみに
よって正当化されるのであり、たとえ結論が変わら
なくとも法律に則った厳格な手続きを踏まなければ
ならないと、刑事罰を科することの重みを痛感され
たとのことです。
　二つ目は、河合前長官が東京地裁に勤務なさって
いた時に、前科証拠を被告人と犯人の同一性の証拠
に用いることが許されないとされた事例の第一審を
ご担当された際のお話です。本件の被告人には放火
につき11件の前科があり、検察官はこれらの調書
等を証拠資料として提出したそうです。本件は裁判

員裁判の事件
であったため、
河合前長官は、
裁判員が、被
告人に放火の
前科が11件あ
ることを知れ
ば、そのことだけで放火について有罪と判断してし
まうのでないか、しかし、検察官が立証にあたって
決定的としている証拠を裁判員に見せないまま審理
をしてよいのか、と葛藤されたそうです。そして、
最終的に、公判前整理手続の段階で前科証拠をすべ
て却下なさいました。この事件を通して、河合前長
官は、裁判員裁判は、法律の素養の有無にかかわら
ず裁判員と裁判官が共同で妥当な結論を導き出すも
のではあるが、プロの法律家として譲れない一線が
あることを実感されたそうです。
　以上の二つの事件を含めた今回のご講演を通して、
裁判官とは、人の一生を左右してしまうような大き
な影響力を持つため、非常に責任の重い仕事だと改
めて感じました。同時に、自らの思考力を活かして、
直接に社会を変えられる可能性があるところが非常
に魅力的だと思いました。そして、重い判断をしな
ければならないからこそ、ご講演の最後に河合前長
官がおっしゃっていたように、人の立場に立って考
え、人の話を聴く能力が裁判官には不可欠なのだと
思います。
　法学部の学生として、実務家のお話を直接聞くこ
とで、裁判官の方々が実際にどのように物事を考え、
判断を下してゆくのかを知ることができたのは、非
常に貴重な体験となりました。今回、ご講演をして
くださった河合前長官に深く感謝いたします。

「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学大学院法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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早稲田大学大学院法務研究科　特別講演会
講師　河合健司 前仙台高等裁判所長官
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河合健司前仙台高等裁判所長官の主なご経歴
　本学法学部卒業後、大阪地方裁判所判事補に任官し、札幌
地裁、東京高裁、仙台高裁等での勤務を経て、司法研修所刑
事裁判教官に。札幌高裁事務局長、東京地裁刑事部総括、東
京地裁刑事部所長代行、静岡地裁所長、さいたま地裁所長等
を歴任後、2016年2月から17年4月まで仙台高裁長官を務める。
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Female Lawyers Project
活動報告

2011年3月大学院法務研究科修了
弁護士（松田東京法律事務所）
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　Female Lawyers Project（女性法曹輩出促進プロ
ジェクト、通称FLP）では、2017年6月10日（土）に、
主に学部生等を対象とした「女性法曹の魅力を考え
るシンポジウム」を主催いたしました（実施報告は
本紙No.24に掲載済み）。また、同年10月5日（木）
には、複数の本研究科出身女性法曹を招いて、若手
法曹の仕事の実情や、女性ならではの悩み、仕事と
家庭の両立などについてお話ししていただいたあと、
法曹と学生が車座となってざっくばらんにお話をす
る「女性法曹カフェ」も実施しました（左下写真）。
　同企画は今回で4回目となりましたが、参加した
学生からは毎回好評をいただいており、今後も継続
的に実施していきたいと考えています。
　2016年度からスタートした「おしゃべりカフェ」
（当研究科出身のAA（アカデミックアドバイザー）
数名が教室に待機し、相談に来る学生を待って様々
な悩みや相談を話す企画）も月1回定期的に開催し
ています。2017年度からは、さまざまな悩みに対応
できるよう、毎回、男性法曹AAも1名ずつ待機する
ようにしております。また、開催場所を27号館1階
のオフィスアワールームとすることで、気軽に立ち
寄れる場になるよう、工夫を重ねております。
　最後に、FLPはこの度ホームページの公開を開始
しました（http://www.waseda.jp/prj-flp/）。「おしゃ
べりカフェ」の日程や、シンポジウムの日程等をお
知らせしているほか、活動記録なども随時アップし
ておりますので、是非ご覧いただけますと幸いです。
どうぞよろしくお願いいたします。

Global Forum参加報告
　Global Forumは、University of Pennsylvania 
Law School（アメリカ）、 Goethe University Frankfurt 
Faculty of Law（ドイツ）、 Tsinghua University Faculty 
of Law（清華大学・中国） と 早稲田大学大学院法務
研究科がコンソーシアムを組織し、毎年共同して特定
のテーマに関するコースを開講するものです。
　2017年度は Tsinghua University Faculty of Law 
がホスト校となり、“Internet Governance”をテー
マとして開講されました。本研究科からは、上野達
弘教授、北川佳世子教授、在学生の倉田晏奈さん、
大倉由莉さんが派遣されました。
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　私たち早稲田の学生代表は二人で「インターネッ
トプライバシーと忘れられる権利」について発表を
行いました。今年、Google を被告とする犯罪歴の
検索結果の削除を求める最高裁判決が出たことから、
このテーマを選択しました。
　「インターネットプライバシーと忘れられる権利」
は、ヨーロッパを中心に近年注目を集めているト
ピックであり、かつアメリカ、ドイツ、中国、日本
とで考え方が大きく異なる分野であることから反響
が大きく、私たちの発表後も白熱した議論がなされ
ました。
　Global Forum に参加し、発表やディスカッショ
ン等を通じて得られたことは、大きく分けて三つあ
ります。（1）自分たちのテーマについて、他国の教
授や学生の見解を聞き、理解を深められたこと、（2）
アメリカでのAI によるリーガルサービス、中国の
サイバーセキュリティについて等、インターネット
ガバナンスに関わるさまざまなテーマについて知る
ことができたこと、（3）多様な研究分野や文化的背
景をもつ各国の教授、学生に出会えたことです。こ
のような経験はとても貴重でしたので、関係の先生
方や皆様に心からの感謝を示したいと思います。女性法曹カフェ
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　本年度の祝賀会では、東京高等裁判所部総括判事
の村田渉判事にお越しいただき、「民事司法の現実と
法曹の未来」との演題でご講演を賜りました。村田渉
判事は、要件事実30項の編者として、私ももちろん存
じ上げておりましたが、冗談を交えながらご講演いた
だき、とても貴重なお話をいただくことができました。
　私が特に印象深く感じたのは、「まだまだ司法制度
が市民に浸透しておらず法曹が充分に活用されていな
い。既存の業務をこなすだけではなく、法曹が新たに
活躍できる業界や分野を法曹自らが開拓し、それを積
極的に発信してゆかなければならない。」というお話で
す。「法曹の数が増えても事件数が増えているわけでは
ない」という、村田判事のデータに基づく分析と合わせ
て、法曹として未開拓の分野に切り込み、またクライア
ントからもアクセスしやすいと思ってもらえる法律家にな
らねばならないと強く実感いたしました。そのような姿
勢によってこそ、早稲田大学大学院法務研究科が掲げ
る「挑戦する法曹」の理想像を実現することができるの
ではないかと思います。ご講演を通して、法曹の未来を

私たち一人一人が作り上げ、担っていってほしいとの激
励のエールをいただいたものだと受け止めております。
　スタートラインに立ったばかりの私たちですが、まず
はこれからの司法修習でダメになりそうな時の支えに
なる、実務家としての基礎体力をしっかりと身につけ
ていきたいと思います。併せて、法曹としての自覚と
責任を持ちながら、自分が何をしていくべきかを投げ
出すことなく模索し続けていく所存です。最後になり
ましたが、ご多忙の中ご講演をいただいた村田判事に、
合格者を代表して感謝申し上げます。
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　2017年10月21日（土）に2017年度稲門法曹会理
事会・総会が、リーガロイヤルホテル東京にて開催
されました。
　理事会・総会の後には、村田渉判事（東京高等裁
判所部総括判事）による記念講演会、ならびに懇親
会が開催されました。懇親会は、本年度司法試験合
格者の祝賀会、昨年司法修習を終えた新人稲門法曹

の歓迎会を兼ねて開催され、稲門法曹等が母校で再
会・交流し、親睦を深める機会となりました。最後
には、応援部員のリードにより、全員で「紺碧の空」
と校歌を斉唱し、散会となりました。
　来年は、2018年10月20日（土）の開催を予定して
おります。多くの皆様のご参加をお待ちしておりま
すので、お声掛けのうえ、ぜひご参加ください。

稲門法曹会　理事会・総会・記念講演会・懇親会（合格祝賀会）
開催報告

東京高等裁判所部総括判事　村田渉氏による記念講演会
「民事司法の現実と法曹の未来」

村田渉東京高等裁判所部総括判事の主なご経歴
平成16年 本学法科大学院客員教
授（兼任）、平成19年 東京地裁医
療集中部・部総括判事、平成23
年 司法研修所民裁上席教官、平
成26年 司法研修所第一部上席教
官、平成28年 仙台地方裁判所長
を経て、平成29年より東京高裁部
総括判事。
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稲門法曹奨学金へのご寄付についてのお問合せ
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Tel：03 -5286 -1678　Fax：03 -5286 -1720

　法務研究科キャリア支援室では、2017年10月4日
（水）および11日（水）に27号館教室にて、主に本年
度司法試験合格者を対象とした「法律事務所・企業
による合同説明会」を開催いたしました。合計で法
律事務所5所・企業8社の採用ご担当者や法務ご担
当者に、採用情報や業務内容のご説明、就職活動の
アドバイス等をいただきました。
　来年度も、同キャリア支援室では、5月の司法試

験終了後や9月の司法試験合格発表後に、同様の説
明会を開催する予定です。日程が近づきましたら、
同キャリア支援室のWebサイトにご案内を掲載する
予定ですので、ご関心のある方はぜひご覧ください。

■早稲田大学法務研究科キャリア支援室Webサイト
　https://www.waseda.jp/folaw/gwls/career/

　修了生チューターは、司法試験受験後から実務修
習が始まるまでの期間、法務研究科において後輩指
導にあたっております。個別相談ブースにおいて在
学生の相談に乗ることや、各チューターの発案によ
る講義形式でのゼミを行います。本年度は、司法試
験の答案作成方法の解説講義や、学習方法の提案講
義を行いました。
　また、活動の一環として、2017年10月25日（水）
にサンクスロースクールドネーションを開催いたし
ました。本企画は、修了生から寄付していただいた
書籍や文具類を在校生に無償で配布するイベントで
す。毎年好評を博しており、本年も800冊以上の書
籍やファイル等の文具類が寄付され、盛況のうち終
了いたしました。

　800冊以上の書籍には、最新版の基本書、演習書
が含まれていたり、今年の司法試験六法があったり
と、例年以上の盛り上がりを見せました。午後3時
頃から午後5時まで多くの在校生を迎え、最後の約
30分のフリータイムには、10冊以上の本を抱えて
いる学生が散見され、今回のドネーションも盛会裡
に終了しました。
　法律書は高額なこともあり、なかなか自分一人で
揃えるのは難しい面もあります。当初はなかなか寄
付品が集まりませんでしたが、OBOGのご厚意によ
り、多くの本が集まり、学生たちの学習の助けになっ
たことと思います。
　先輩受験生の血と汗と涙の染み込んだ本で、後輩
たちが勉強に精を出してくれることと信じています。

平成29年（2017年）  司法試験結果

■受験者347名（既修214名／未修133名）　
■合格者102名（既修76名／未修26名）　
　本研究科の合格者は全国5位で（合格率29.4%）、
未修者の合格者数では全国2位でした。

「梓」 送付停止や、送付先のご住所・ご勤務先の変更
等をご希望の場合は、以下の申請フォームにて申請
をお願いいたします。
代理の方による申請も可能です。
なお、代理の方はお手数ですが、封書の破棄をお願
いいたします。
＜申請フォームURL＞
https://www.waseda.jp/
 folaw/gwls/alumni/wls-news-letter/
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修了生チューターの活動報告

法律事務所・企業による合同説明会　開催報告


